        桑折町告示第４２号
          平成２２年第７回桑折町議会臨時会を次のとおり招集する。
　　　　　　　　　平成２２年６月２４日
　　　　　　　　　　　　　　　　桑折町長　　　林王喜久男
                                          記
                  １．期    日      平成２２年６月２５日
                  ２．場    所      桑折町役場議場
                          応招不応招議員
　・応招議員（１４名）
　　　１番　羽根田八千代君　　　２番　片平秀雄君　　　３番　佐藤榮三君
　　　４番　川名靜子君　　　５番　斉藤　謙君　　　６番　原　賢志君
　　　７番　半澤　高君　　　８番　平井國雄君　　　９番　平井光一君
　　１０番　松山善二君　　１１番　相原京子君　　１２番　齋藤松夫君
　　１３番　浅野義雄君　　１４番　高橋宣博君
　・不応招議員（なし）
                            平成２２年第７回桑折町議会臨時会
          議事日程（１号）
                              平成２２年６月２５日（金曜日）午後２時開議
　日程第　１　　会議録署名議員の指名
　日程第　２　  会期の決定について

　日程第　３　  町長提案理由の説明

　日程第　４　　議案第３４号　平成２２年度桑折町一般会計補正予算（第３号）

　日程第　５　　議案第３５号　平成２２年度桑折町老人保健特別会計補正予算

　　　　　　　　　　　　　　　（第１号）

出席議員（１４名）

　　　１番　羽根田八千代君　　　２番　片平秀雄君　　　３番　佐藤榮三君
　　　４番　川名靜子君　　　５番　斉藤　謙君　　　６番　原　賢志君
　　　７番　半澤　高君　　　８番　平井國雄君　　　９番　平井光一君
　　１０番　松山善二君　　１１番　相原京子君　　１２番　齋藤松夫君
　　１３番　浅野義雄君　　１４番　高橋宣博君
　・欠席議員（なし）
　・遅刻早退議員（なし）
　・職務のため議場に出席した者の職氏名
　　　　議会事務局長　　皆川嘉典君　　　書　　　　記　　佐久間 健司君
　　　　書　　　　記　　石幡勝弘君
　・地方自治法第１２１条の規定により説明のため議場に出席した者の職氏名
　　　　町　　　　長　　林王喜久男君　　　副町長　　小柴宏幸君
　　　　総務課長　　小竹利勝君　　　税務住民課長　　岡崎善右エ門君

　　　　企画環境課長　　山木一芳君　　　保健福祉課長　　石幡正則君
　　　　産業振興課長　　佐々木才市君　　　地域整備課長　　片平芳信君
　　　　上下水道課長　　長尾吉松君　　　会計管理者　　熊谷孔隆君
　　　　教育長　　室井君男君　　　学校教育課長　　綱島洋一君
　　　　生涯学習課長　　阿部純夫君
会　議　の　経　過

　　　　　◎議案書の訂正

議長（高橋宣博君）　開会前に申し上げます。
　一部議案書の中にミスプリントがあったようでありますので、ただいまから説明いたさせます。

企画環境課長（山木一芳君）　いつも申し訳ございません。
　今回、一般会計の事項別明細の中で、財源充当の数字が若干ミスをしておりました。２号補正予算を３号補正予算に作り直したときのちょっとミスでございまして、大変申し訳ございませんでした。１１、１２ページをお開きいただきたいと思います。教育費の中の社会教育費、県費補助金入っておりましたところの数字、充当漏れをしておりまして、すべて一般財源ということになっておりました。それで、１１ページのところなんですが、国、県支出金、教育費、９教育費のところから社会教育費、あと文化財保護費の欄にかけて三つの欄空欄になっておりますが、１０５万円を三つ入れていただきたいと思います。９教育費、国、県支出金と５社会教育費、国、県支出金、目３文化財保護費１０５万円ということでお願いをいたします。
　１２ページにまいりまして、一般財源になりますが、教育費の部分が１５５万６,０００円になっておりますが、５０万６,０００円でございます。あと、その下も同様に５０万６,０００円、あと文化財保護費の一般財源のところが５５万６,０００円になっておりますが、△の４９万４,０００円でございます。大変申し訳ございませんでした。
　大変失礼しました。前の資料、２号補正予算については間違いございません。３号補正に作り直したときの入力ミスでございました。

議長（高橋宣博君）　だから、１１ページの教育費、そして、そこからずうっと横を見ていってもらって、国、県支出金、ここが１０５０、その下も１０５０、あと、もう１個飛ばして、その下が１０５０。１２ページ、そして一般財源のところが１５５６になっているのが５０６、その下も５０６、あと１個飛びまして５６６というのがマイナスの４９４ということです。
　では、会議を始めたいと思います。

                    ◇                    ◇                    ◇

　　　　　◎開会の宣告

議長（高橋宣博君）　ただいまの出席議員は１４名で定足数に達しておりますから、議会は成立いたしました。
　よって、本日招集の平成２２年第７回桑折町議会臨時会を開会いたします。



（午後　３時００分）

                    ◇                    ◇                    ◇

　　　　　◎開議の宣告

議長（高橋宣博君）　これより直ちに会議を開きます。
　議事日程は、お手もとに印刷配付のとおりであります。

                    ◇                    ◇                    ◇

　　　　　◎日程第１，会議録署名議員の指名

議長（高橋宣博君）　日程第１，会議録署名議員の指名を行います。
　今期臨時会の会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定により議長において、２番　片平秀雄君、３番　佐藤榮三君を指名いたします。

                  ◇                    ◇                    ◇

　　　　　◎日程第２，会期の決定

議長（高橋宣博君）　日程第２，会期の決定を議題といたします。
　お諮りいたします。
　今期臨時会の会期は、本日１日間といたしたいと思います。これにご異議ありませんか。

　　　　　　　　　　　　　　（「異議なし」という声あり）

議長（高橋宣博君）　ご異議なしと認めます。
　よって会期は、本日１日間とすることに決定いたしました。

                    ◇                    ◇                    ◇

　　　　　◎議案の上程（議案第３４号～第３５号）

議長（高橋宣博君）　議案第３４号から議案第３５号の計２件を一括上程いたします。

                    ◇                    ◇                    ◇

　　　　　◎日程第３，町長提案理由の説明

議長（高橋宣博君）　日程第３，町長より提案理由の説明があります。

町長（林王喜久男君）　本日ここに、平成２２年第７回桑折町議会臨時会を招集いたしましたところ、議員各位におかれましては、時節柄何かとご多用のところご出席を賜り誠にありがとうございました。
　はじめに、前定例議会における福島蚕糸跡地利用計画に係る事業の予算執行一部凍結を求める決議については、真摯に受け止めておりますが、町民生活の利便性や安全性の確保及び防災対策の面での影響なども考えられることから、今後とも理解が得られますよう努力を重ねてまいりたいと考えております。
　今議会に提出いたしました議案は、一般会計補正予算及び特別会計補正予算の２件であります。提出いたしました議案の概要について、ご説明申し上げます。
　平成２２年度桑折町一般会計補正予算（第３号）につきましては、既定の歳入歳出予算の総額にそれぞれ１,３９５万６,０００円を追加し、予算の総額を４５億６,８４５万６,０００円とするものであります。補正の主な内容は、職員人件費５７０万７,０００円、産地生産力強化総合支援事業費３９２万円、町民会館外壁改修費１００万円、財産管理費１００万円、文化財保存整備費３５万８,０００円等の増であります。その財源は、県支出金４９７万円、前年度繰越金８８５万９,０００円等を充当するものであります。
　次に、平成２２年度桑折町老人保健特別会計補正予算（第１号）につきましては、規定の歳入歳出予算の総額にそれぞれ１２万７,０００円を追加し、予算の総額を３３万４,０００円とするものであります。補正の主な内容は、歳入では繰越金１１万４,０００円を追加補正するものであります。歳出では、一般会計への繰出金１２万７,０００円を追加補正するものであります。
　以上が提出議案の概要でありますが、詳細については担当課長よりご説明申し上げますので、よろしくご審議賜りますようお願い申し上げ、提案理由の説明といたします。よろしくお願いします。

                    ◇                    ◇                    ◇

　　　　　◎日程第４，議案第３４号　平成２２年度桑折町一般会計補正予算（第３号）

議長（高橋宣博君）　日程第４，議案第３４号「平成２２年度桑折町一般会計補正予算（第３号）」を議題といたします。
　議案内容の説明を求めます。企画環境課長。

企画環境課長（山木一芳君）　別紙議案書により説明した。(議案第３４号)

議長（高橋宣博君）　これより質疑に入ります。

　　　　　　　　　　　　　　（「質疑なし」という声あり）

議長（高橋宣博君）　質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。
　これより討論に入ります。

４番（川名靜子君）　私は、賛成の立場で討論をいたします。
　今回の議案第３４号に対し、今回の補正の内容、本町の基幹産業である農業に対しても生産性向上を見込める産地生産力強化総合支援事業への補助金、更には、町民の方の健康維持、増進の拠点としての陳情が上がっておりました旧醸芳中学校跡地整地費用等が含まれております。また、商業振興対策費も含まれております。住民の福祉への要望を応援するための補正であると思われます。
　以上のことから、賛成の態度を取るものです。ただ、定例会において否決されたこの内容に対し、関係者、関係団体に少しでも不安を与えたことに対しては、深くお詫びしたいと思います。以上です。

１２番（齋藤松夫君）　私は、本案に対しまして賛成の立場から討論を行うものであります。
　なぜ賛成かということでありますが、これは既に皆様ご案内のとおり、この一般会計補正予算（第３号）は、一昨日の第２号、一般会計補正予算の否決という事態を受けて、福島蚕糸跡地利用計画関連事業、すなわちまちづくり交付金関連事業にかかる予算の計上を削除をして提出したものだからであります。
　ただ、賛成するに当たって若干の意見を申し上げておかなければなりません。その一つは、今回この一般会計補正予算審議に先立って開催をされました全員協議会の席上、林王町長が提案理由の説明で述べられたところの議会の予算執行を一部凍結を求める決議に対する態度、それは真摯に受け止めているが、町民生活の利便性や安全性の確保及び防災対策の面での影響なども考えられることから、今後とも理解が得られますよう努力を重ねてまいりたいと考えておりますという、その趣旨は、議会の決議を入れ凍結という措置をとったものではないということが明らかになったことであります。これは以前の議会決議をいたしました覚書案の提出を求める決議に対しまして、閉会あいさつにおいてそれを拒否した態度と全く共通するものであり、重ねて議会軽視の態度を表明されたものとして誠に遺憾なものであると、こういう見解を申し上げておくものであります。議会の決議を真摯に受け止めるとするのであれば、少なくとも当分の間、蚕糸跡地利用計画関連事業については凍結をすると、こういう態度の表明があってしかるべきであったということを申し上げておくものであります。
　第２点であります。林王町長がそのような態度を取られたことの理由は、凍結することによっての影響があるということを挙げられているようであります。当初予算として予算計上し、かつ議決をした、その予算の執行が凍結をするということが影響をもたらすというのは、これは当然のことであります。我々議会は、そのことを十分に承知をしたうえで決議を行ったのであります。問題は、そうした影響をはるかに超えて、そのまま進め、なおかつ、その後において覚書締結に至らない、あるいは商業施設の出店に至らないという事態を迎えた場合は、それこそ甚大なる影響をもたらすと、だからこそ一時凍結を求める決議を行ったわけであります。そういった趣旨から、極めてこの商業施設誘致に関する見通しが不透明であると、こういうふうに結論づけ、また理由にその点を挙げておるところであります。
　実は、先の定例会におきまして詳細なる文書説明をいただきまして認識を新たにいたしました。そうしたところから、株式会社ヤマザワにおける毎年度の決算関係の情報をインターネットを通して入手をしてみたところでありましたが、正しく議会が指摘をした不透明さというものは、そのことによって更に裏付けられたという点をこの場で申し上げておきたいと思うのであります。それはどういうことかということであります。株式会社ヤマザワは、４月までの覚書締結に関しましては２０１０年３月期決算の結果を見なければ事業計画を取りまとめることができないとして、スケジュールをしばらく待っていただきたいと、こういう旨お話をされた経過があるわけであります。しかしながら、この２０１０年３月期決算の結果を見てみますと、売上高は２％減じておりますが、営業利益において２％増、経常利益において２％増、そして純利益においては５３％もの増と、こういう結果となっているのであります。売上高は、今日の経済情勢の厳しさから消費マインドが落ち込む中で低迷をしているものの、経営的には利益の面では着実に伸ばしている。純利益の面では、５３％増という結果をつくり出しているわけであります。それでも、なおかつ覚書の締結が期限内に至らなかったということであります。それは、いったいなぜなのかと、正に不透明そのものではないでしょうか。であれば、なおのこと、半年後においても営業利益、経常利益は伸び、かつ純利益も伸びておっても、今回と同様の結果になるかもしれないということを伺わせる、これはデータであります。正に議会が指摘した不透明であると、十分な根拠があるということを申し上げておくものであります。
　３点目でありますが、こういった情報等については当然私が今、改めて申し上げるまでもなく、詳細なる情報と当局としては収集をされ、分析、検討もされているものと私は考えるところであります。なぜならば、これは税金をもってする一般行政の事務ではなくて、土地開発公社自らの責任において行う、いわゆる土地開発のプロパー事業だからであります。この事業については、正に一企業のトップが取るべき態度とは全く同じ態度、同じ感覚で林王町長はこの事務にあたっていかなければならないからであります。したがいまして、そうであればあるほど、こういったデータが示す事実に基づいて、今回の議会の決議というものを本当に厳粛に受け止め対処されるということを申し上げておくものであります。以上をもって討論といたします。

１番（羽根田八千代君）　私は、賛成の立場で討論させていただきます。
　町民生活に影響をもたらすことは、町執行としてあるまじき態度であり、議会軽視ではなく町民生活への利便性、安全性の重視という観点から早急なる臨時会を開き、そして早急なる補正であるということから、賛成の立場をとります。

議長（高橋宣博君）　ほかに。

　　　　　　　　　　　　　　（「討論なし」という声あり）

議長（高橋宣博君）　討論なしと認めます。これをもって討論を終わります。
　これより議案第３４号「平成２２年度桑折町一般会計補正予算（第３号）」を採決いたします。
　お諮りいたします。
　本案を原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

　　　　　　　　　　　　　　（「異議なし」という声あり）

議長（高橋宣博君）　ご異議なしと認めます。
　よって本案は、原案のとおり可決されました。

                    ◇                    ◇                    ◇

　　　　　◎日程第５，議案第３５号　平成２２年度桑折町老人保健特別会計補正予算

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（第１号）

議長（高橋宣博君）　日程第５，議案第３５号「平成２２年度桑折町老人保健特別会計補正予算（第１号）」を議題といたします。
　議案内容の説明を求めます。保健福祉課長。

保健福祉課長（石幡正則君）　別紙議案書により説明した。（議案第３５号）

議長（高橋宣博君）　これより質疑に入ります。

　　　　　　　　　　　　　　（「質疑なし」という声あり）

議長（高橋宣博君）　質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。
　これより討論に入ります。

　　　　　　　　　　　　　　（「討論なし」という声あり）

議長（高橋宣博君）　討論なしと認めます。これをもって討論を終わります。
　これより議案第３５号「平成２２年度桑折町老人保健特別会計補正予算（第１号）」を採決いたします。
　お諮りいたします。
　本案を原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

　　　　　　　　　　　　　　（「異議なし」という声あり）

議長（高橋宣博君）　ご異議なしと認めます。
　よって本案は、原案のとおり可決されました。

                    ◇                    ◇                    ◇

　　　　　◎町長あいさつ

議長（高橋宣博君）　以上をもって本臨時会に付議された事件の審議は全部終わりました。
　町長よりあいさつがあります。

町長（林王喜久男君）　桑折町議会第７回臨時会を閉じるに当たりまして、一言ごあいさつ申し上げます。
　議員の皆様には、本当に６月の議会に引き続いての本日の臨時会の開催に、ご多用の中ご出席を賜りまして誠にありがとうございました。
　また、ご提案を申し上げました議案については、原案のとおり可決承認をいただきまして誠にありがとうございます。
　これから、いよいよ本格的な暑さが予想されます。町民の皆さんには、くれぐれもご自愛をいただいて、そしてご健勝にてご活躍されますことを心からご祈念を申し上げまして、閉会のあいさつとさせていただきたいと思います。ありがとうございます。

                    ◇                    ◇                    ◇

　　　　　◎閉議及び閉会の宣告

議長（高橋宣博君）　これをもって平成２２年第７回桑折町議会臨時会を閉会いたします。
　ご苦労さまでした。
（午後　３時２６分）

　　　会議の経過を記載し、その相違ないことを証するため、ここに署名する。

　　　　　　桑折町議会　議　　長　　高　橋　宣　博

　　　　　　　　同　　　署名議員　　片　平　秀　雄

　　　　　　　　同　　　署名議員　　佐　藤　榮　三
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